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　明治18年の頃、旧熊石町関内（現八雲町）出身の沢口富士吉
は、民間に倹約を説いて回り、魚が捕れぬと言っては酒を飲む
だけの怠惰な生活を改め、酒を排除することで、精神衛生を保
ち、貯蓄を生むことで生活を安定させようとしました。この運動
は、札幌はじめ、遠く京浜地方でも同時発生的に起こっており、
全国的な広がりをみせました。また、キリスト教系外国人女史に
よる啓発運動に呼応するものだったため、世界的な展開をみせ
ました。しかし、奥尻の場合は、明治23年になって、理解のあっ
た林顕三郡長や、規約を全島に適用した太田広域戸長ともに退
任したため、奥尻島禁酒会は解散することとなりました。理由
は、結社の自由の無い時代でしたので、道庁が好ましくない反
体制勢力と見なし、圧力をかけたからでした。沢口は家族と共に
函館へ去ります。
　さて、その後島では酒造りが再開されます。明治34年（1901）
には、奥尻地区の畝本久次郎が塩釜川の清流で仕込んだ「奥
尻川」を醸造、発売。これは短期間で廃業しますが、時を隔てた
昭和63年（1988）には、商工会発案による「わかめ焼酎」の発売
（製造委託）、平成21年（2009）には島のぶどうで醸した「奥尻ワ
イン」が陽の目をみました。北海道のワイナリーは20ヶ所もあり
ますが、自家栽培のぶどうを使用しているのは、わずかに3ヶ所
だけとのこと。注目をあびる理由がわかりますね。
　これから寒くなると、”秋の夜長、酒でも飲むべ”となりますが、
個人の適量を越えますと、社会生活に悪影響を及ぼしますの
で、あくまでも「お酒はおいしく適量を」心がけましょう。ＴＰＰ参加
によるワイン関税撤廃問題が気になるところです。
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酒が飲める、酒が飲める、酒が飲めるぞ♪　酒が飲める、飲めるぞ、酒が飲めるぞ♪って唄知って
ます？昔の唄ですね。どんだけ酒好きなのだと、あきれてしまう島の人。え？誰のこと？

奥尻島と酒のはなし

沢口富士吉

島に残る焼酎徳利（近代？） 擦文時代のぐい呑み？（1000年前頃）

島のワインを醸すぶどう

海洋研修センターと稲穂ふれあい研修センターにて無料配布しています。　奥尻町役場ホームページからもダウンロードできます。

　人間の生活に酒は欠かせません。と言ってしまうとやや語弊
がありますので、太古の昔から、人間社会には酒がつきもので
した、と書きましょうか。一説では縄文時代から酒があり、それ
は噛んで唾液と交えることで発酵させる、原始的な酒だったろう
と言うことです。
　日本では客人をもてなすのも酒宴であるし、祝いの席でも、弔
いの場でも酒が出てきます。宗教の教義として飲酒を制限して
いる国もありますが、全くいけないとしている国は、世界でもほと
んどないでしょう。それだけ人間と酒は切れない縁なのです。
　しかし、過去には飲酒を制限し、違反者には罰則を科した時代
がありました。有名な禁酒法はアメリカで大正8年（1919）に発布
され、昭和8年（1933）に撤廃されたもので、連邦法的には14年
間続きました。ギャングの首領アルカポネが暗躍した時代です。
これとは別に、明治の中期には日本のみならず、世界を巻き込
んだ禁酒運動がありました（詳しくは本紙第15号参照）。当時、
奥尻では数年間の不漁が続き、畑作が進展していない頃でした
ので、島民は貧困にあえいでいました。

青苗遺跡出土の焼酎徳利（近世～近代）

新盛丸・共進丸の春巻𩸽網が美の唄沖で捕獲

海亀捕獲で祝い酒　共進丸の山下伝三氏（昭和37年）
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　ようやく夏休みを取りまし
た。第二の故郷青森へ出かけ、
ついでに関東まで足を伸ばし、
久々の大都会を味わいました。
帰島したら、なんだかホッとし
たのは、私も島人になった証
か？けれど、散財です。残高が
減ると、都会だと非常に不安な
のに、島だと全然不安感が無い
のは不思議なもんですね。なん
とかなるべい！と悠長に構える
この頃でした（金欠しんた）。 青苗地区の葬儀　昭和37年
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　恒例、さびき釣りのシーズンです。どういう訳かさほど大
きな水揚げがない神威脇漁港に小魚が良く入るのです。
あわび種苗センターがあるからかな？エサの養分が流れ
出ているのか？と想像させますが、9月初旬からアジやサ
バが盛んに釣れ始めています。また、奥尻港湾でも30㎝を
越えるフクラギ（ブリの幼魚＝イナダ）が出始めました。フク
ラギやブリの本場は富山県ですが、向こうでは12月に”ブ
リ起こし”という大きな雷が鳴るころに「寒ブリ」の最盛期を
迎えます。「ブリ大根」という料理は、実はブリではなくて、
大根をメインに食べる料理なんですよ。味の染みた軟らか
い大根が主役なのです（味を想像しただけでビロでてき
た）。ブリが買えず、安売りのフクラギの刺身ばかり食べて
いた富山での生活を思い出すなぁ…。

〈連載〉奥尻島あの日この時　第4回  奥尻大水害　昭和38年9月16日

　奥尻は雨が多い島です。スコールのような雨が突然降り出すことがたび
たびあります。最近は本州の都心部でも「ゲリラ豪雨」と呼ばれる大雨や竜
巻が発生して、突然の気象変化の怖さを実感させます。
　奥尻において、昭和37年と38年は災害の連続した年でした。先月紹介し
た昭和38年5月の大火に続き、9月16日には秋の大雨により塩釜川が氾濫
し、濁流が奥尻市街地を襲いました。島内各地の河川が氾濫し、赤石地区
では山津波が発生するなどして、被災者259世帯の1104名、死者6名、行
方不明者3名を出し、家屋全壊30戸、流失19戸、半壊33戸、浸水150戸で、
被害総額6億2835万4000円という惨事となりました。前年の37年8月にも洪
水が発生しており、島民は”トリプルパンチ”を受けた格好となりました。9月
の氾濫は、5月の大火後の復興作業が行われていた最中でしたので、立て
直した家が再び被害を受けるなど、人心への影響が心配されました。村
（当時）では、11月までに応急仮設住宅を宮津、奥尻、赤石などの各地区
に全17戸建設し、復旧につとめました。また、災害救助法の適応を受けた
ため、河川、橋梁、道路の改修工事が実施され環境改善がなされました。

救助作業にあたる住民

護岸の破壊と橋梁の落下

奥尻郡釣石尋常高等小学校一年生「詩集・海に生きる」より
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奥尻島なつかし風景 


